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主 な 内 容

　

特
定
健
診
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

日
程
・
場
所　

下
表
1
の
と
お
り

対
象　

40
歳
以
上
の
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者

※
市
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保

険
被
保
険
者
で
も
受
診
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
各
医
療
保
険
者
に
よ

り
対
応
が
異
な
る
た
め
、
加
入
す
る

医
療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

検
診
項
目

●
基
本
項
目　

質
問
票
（
服
薬
歴
、

喫
煙
歴
な
ど
）    

、
身
体
測
定
（
身
長
・

体
重
・
B
M
I
・
腹
囲
）    

、
身
体
診

察
、
血
圧
測
定
、
血
液
（
肝
機
能
・

血
糖
・
脂
質
）
検
査
、
尿
検
査

●
詳
細
項
目
（
一
定
の
基
準
で
医
師

が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
実
施
）

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検

査持
ち
物　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
受
診
券
を
兼
ね
た
問
診
票
（
7

月
初
旬
に
対
象
者
へ
送
付
し
ま
す
）

自
己
負
担
額　

1
、
0
0
0
円

※
下
表
2
に
該
当
す
る
人
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班　

内

線
3
1
7
2
、
健
康
課
保
健
予
防
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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特
定
特
定
健
康
健
康
診
査
診
査
でで
健
康
健
康
管
理
管
理

 

〜
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
す
〜

　

こ
れ
ま
で
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
市
が
実
施
し
て
い
た
「
基
本
健
康
診
査
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る
医
療
保
険
者
が

実
施
す
る
「
特
定
健
診
（
特
定
健
康
診
査
）」
に
代
わ
り
ま
し
た
。
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診
が
7

月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

～～平成平成19年19年にに所得が所得が減って減って、、所得税が所得税が課されなく課されなくなった人なった人へへ～～

所得所得変動に変動に伴う伴う市市・・県民税県民税のの減額減額申告申告を忘れずを忘れずにに
　税源移譲により所得税率の変更による税負担の軽減の
影響は受けず、市・県民税率の変更による税負担の増加
の影響のみを受ける人には、すでに納付済みの平成19年
度分の市・県民税から税源移譲により増額となった市・
県民税相当額を還付します。還付を受けるためには申告
が必要です。
　市は対象となる人（6月3日現在）には6月23日付けで通
知をしますので、早めに申告をしてください。郵送でも
受け付けます。
申告期間　平成20年7月1日㈫～ 31日㈭
申告場所　平成19年1月1日現在に居住していた市区町村
対象　退職などにより平成19年の所得が平成18年に比べ
大きく減ったため、平成19年分
の所得税が課税されなくなった
人
※平成19年中に亡くなられた人、
海外へ転出して平成20年1月1
日現在国内に居住していない人、
寄付金控除額など人的控除（配
偶者控除、扶養控除、基礎控除
など）以外の控除額が増加した
り、住宅ローン控除などによっ
て所得税が課税されなくなった
人は対象となりません。
問　課税課市民税班　内線3131
～ 3

　

白
井
市
、
印
西
市
、
印
旛
村
、
本

埜
村
の
北
総
線
沿
線
2
市
2
村
で
構

成
す
る
北
総
線
運
賃
問
題
対
策
協
議

会
は
5
月
12
日
、
北
総
鉄
道
株
式
会

社
亀
甲
社
長
に
「
北
総
線
の
運
賃
に

関
す
る
要
望
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
沿
線
住
民
の
切
な
る
願
い

と
し
て
運
賃
値
下
げ
の
要
望
を
行
っ

て
き
た
が
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
こ

と
、
平
成
22
年
度
に
開
業
を
予
定
し

て
い
る
成
田
新
高
速
鉄
道
や
千
葉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
沿
線
開
発
の
進

展
な
ど
、
会
社
の
経
営
に
有
利
に
働

く
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
が
起
き
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
運
賃
値
下
げ

や
通
学
定
期
の
割
引
率
の
引
き
上
げ

な
ど
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
5
月
28
日
に
は
堂
本
千
葉
県

知
事
に
運
賃
値
下
げ
に
向
け
て
県
か

ら
も
鉄
道
事
業
者
に
要
請
す
る
こ
と
、

国
・
県
・
沿
線
市
村
お
よ
び
鉄
道
事

業
者
な
ど
関
係
者
が
協
力
し
て
い
け

る
よ
う
、
県
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
調
整
を
図
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
の

実
現
に
向
け
、
各
種
活
動
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班　

内

線
3
3
5
2
・
3

北
総
北
総
線線
のの
運
賃
運
賃
値
下
げ

値
下
げ
のの
実
現
に

実
現
に
向
け
て

向
け
て

〜〜
要
望
活
動
を
実
施

要
望
活
動
を
実
施
〜〜

　老化のサインを早めに発見し対応するため、市国
民健康保険特定健診と同時に生活機能評価を実施し
ます。対象者には7月初旬に生活機能評価票を送付し
ます。届かない場合はお問い合わせください。
対象　65歳以上（要支援・要介護認定者を除く）
問　高齢者福祉課介護保険班☎（497）3474

　 特 定 健 診特 定 健 診 とと 同 時 に同 時 に　　　　
　　　　生活機能評価生活機能評価をを実施実施　

北総線北総線

身体測定では腹囲を測ります

平成18年(度) 市・市・県民県民税 所得税所得税

所得税所得税

申告により

所得税
非課税

市・市・県民県民税

市・市・県民県民税

平成19年(度)

平成19年(度)

所得変動が
ない場合

平成18年中の
所得に対しての課税

平成19年中の
所得に対しての課税

税源移譲により
増額となった
市・県民税額

（減額となった所得税額）

税源移譲により増額と
なった市・県民税額相当額が
還付されます。

所得変動が
あった場合

還付還付還付

市・県民税 所得税

所得税市・県民税

市・県民税

表 1 　 　 特 定 健 診 日 程 ・ 場 所 　 　 　
日　　程 場　所

7月15日㈫、10月6日㈪ 公民センター
8月5日㈫・6日㈬、10月23日㈭・24日㈮ 冨士センター
7月16日㈬、10月7日㈫ 桜台センター
7月18日㈮・19日㈯・22日㈫・23日㈬・24日㈭・25日㈮、
10月9日㈭・10日㈮・11日㈯

西白井複合セン
ター

7月26日㈯・28日㈪・30日㈬・31日㈭、8月1日㈮・2日㈯・7日㈭、
10月29日㈬・30日㈭・31日㈮、11月1日㈯ 保健福祉センター

表 ２　 特 定 健 診 費 用 負 担 の 免 除
対　象 特定健診時の持ち物

①市民税非課税
世帯に属する人

国民健康保険被保険者証、問診票、無料
券

②市医療費受給
者証を有する人

国民健康保険被保険者証、問診票、受給
者証

③70歳以上の人 国民健康保険被保険者証、問診票
※①の人は事前に申請が必要です。受診予定日の2週間前
までに印鑑と国民健康保険被保険者証を持参の上、保険年
金課にお越しください。

所得変動のモデルケース所得変動のモデルケース
夫婦給与収入500万円の場合

項　目
税源移譲前 税源移譲後
平成18年（度） 平成19年（度）

所得税 220,000円 122,500円
市・県民税 130,000円 227,500円
合　計 350,000円 350,000円
　　　　　　　　　▼平成19年の収入が減少

平成19年（度）収入なしの場合
項　目 税源移譲前の税率を適用 税源移譲後の税率を適用 差額差額
所得税 0円 0円 0円
市・県民税 130,000円 227,500円 97,500円
合　計 130,000円 227,500円 97,500円
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

差額が差額が還付還付
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請求の状況
単位：件

請求
件数

公文書
の件数

決定区分など
公開 部分公開 非公開 拒否 却下 取り下げ

27 163 44 110 9 0 0 0

実施機関別請求の状況
単位：件

実施機関名 請求
件数

市長 25

秘書課 2

財政課 2

企画政策課 1

行政改革推進室 1

市民参加推進課 4

市民課 5

商工振興課 3

都市計画課 4

建設課 3

教育委員会 2

選挙管理委員会 0

監査委員 0

農業委員会 0

固定資産評価審査委員会 0

水道事業 0

議会 0

合　　計 27

非公開の理由別内訳
単位：件

非公開理由 件数

個人情報 72

法人等情報 25

公共安全等情報 1

国等関係情報 0

合議制機関等情報 0

意思形成過程情報 38

事務事業執行情報 30

法令秘情報 0

情報の存否に関する情報 0

不存在 7

合　　計 173

※同一の情報で複数の非公開理由
があるものがあるため、合計は「請
求の状況」とは一致しません。

不服申し立ての状況
単位：件

件数
処理状況

認容 一部
認容 棄却 却下 取り

下げ 検討中

異議申し立て 1 0 0 1 0 0 0

請求の状況
単位：件

請求
区分

請求
件数

公文書
の件数

決定区分など

開示 部分
開示 不開示 不存在 取り

下げ

開示 1 1 1 0 0 0 0

※開示請求があったのは市長（市民課）でした。
　ほかに訂正・削除・中止の請求はありませんでした。

市 は 情 報 を 公 開 し て い ま す市 は 情 報 を 公 開 し て い ま す
～ 開 か れ た 市 政 ～～ 開 か れ た 市 政 ～

【情報を公開します】
　市では次の機関の情報公開請求を受け付けています。個人情報の保護な
どのため、受け付けた請求内容をすべて公開するものではありませんが、
公開できない場合も部分公開などを行い可能な限り情報を公開します。
情報公開請求を実施する市の機関
　市長、教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、固定資産評価審査委
員会、監査委員、水道事業、議会
情報の公開を請求できる情報
　市の機関の職員が作成したり取得した文書、図面、磁気テープ、磁気ディ
スクなどで、市の機関が保有している情報
対象　一般
費用　無料（写しの交付を希望した場合や郵送を希望した場合はその実費
が掛かります）
申・問　所定の様式（総務課・市のホームページにあります）に必要事項
を記入の上、直接総務課行政班　内線3313へ
※口頭や電話での請求はできません。
【個人情報は守ります】
　個人情報保護制度で個人の情報は守られています。情報公開の場合も例
外ではなく、個人が識別される部分などは黒く塗りつぶすなど個人も特定
できない形で部分的に公開します。
　またこの制度では市が保有している自己の情報を確認し、誤りを正した
りする権利を保障しています。
自己の情報の確認は
　個人情報保護制度では情報公開と同様の実施機関に対し、同様の内容の
中に含まれる自分の情報が請求（確認）できます。
対象　本人（本人が未成年者の場合などはその親権者、成年後見人または
任意後見人も含む）
申・問　所定の様式（総務課・市のホームページにあります）に必要事項
を記入の上、直接総務課行政班　内線3313へ
※口頭や郵送、電話での請求はできません。
【情報公開・個人情報保護制度の運用状況】
　平成19年度の情報公開制度の運用状況は左表のとおり、個人情報保護制
度の運用状況は下表のとおりです。
問　総務課行政班　内線3313

平成19年度情報公開制度運用状況

平成19年度個人情報保護制度運用状況

さらなるさらなる行政改革に行政改革に
取り組取り組みみますます

　

市
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
行

政
改
革
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

19
年
度
は
計
画
の
中
間
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
有
識
者
や
市
民
で
構
成

す
る
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
新
た
に
13
項
目
を
追
加
す

る
な
ど
83
項
目
に
取
り
組
み
、
計
画

期
間
中
の
効
果
額
を
約
20
億
円
か
ら

約
22
億
円
に
修
正
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
公
民
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
や
市
民
課
窓
口
な
ど
の
一
部
夜

間
・
休
日
開
庁
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
新
た
に
追
加
し
た
取
り
組

み
の
概
要
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

住
民
と
の
連
携
･
協
働
や
受
益
者

負
担
の
適
正
化
な
ど
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
取
り

組
み
ま
す
。

問　

財
政
課
行
政
改
革
推
進
室　

内

線
3
3
8
1

新 た に 追 加 し た 取 り 組 み
項　目　名 内　　　容

指定管理者制度の導入（運動
公園） 運動公園の管理運営に指定管理者制度を導入します

本庁舎案内業務の民間委託 本庁舎案内業務を民間事業者に委託します

行政連絡長制度の廃止 行政連絡長制度を廃止し、回覧物などの配布などは自治
組織への業務依頼とします

田植え・稲刈体験事業の実施
方法の変更

田植え・稲刈体験事業の実施主体を民間団体または生産
者組織に変更します

債権者に対する振り込み明細
書の送付の廃止

振り込み結果は通帳記入されるため、債権者に送付して
いる振り込み明細書を廃止します

敬老祝品贈呈事業の見直し 近年の平均余命の延伸などから祝品贈呈事業のうち、喜
寿の祝品・祝状などを廃止します

市民課窓口などの夜間・休日
開庁の実施

市民課窓口および関連窓口の夜間・休日開庁を行います
開庁日　夜間　毎月第２・４木曜日　　17：30 ～ 20：00
　　　　休日　毎月第２・４日曜日　　8：30 ～ 12：00
範囲　市民課・課税課の各証明書の発行

市税などの納付機会の拡充 市税、介護保険料、水道料金および下水道使用料をコン
ビニエンスストアなどで納付できるようにします

電子申請システムの導入

千葉県および市町村が共同で開発している電子申請シス
テムを活用して、税関係証明書の申請など各種申請・届
出などの手続きをインターネットにより行うことを可能
にします

スポーツ施設・公民館施設予
約管理システムの導入

インターネットによりスポーツ施設や公民館施設の空き
状況の確認や抽選申し込み、随時予約を可能にします

循環バス事業の見直し 新規運行先の拡大および現行ルートの見直しを行います
水道事業運営審議会と公共下
水道審議会の一元化

水道事業と下水道事業でそれぞれ設置している審議会を
上下水道事業審議会として一元化します

暮らしの便利帳広告導入 暮らしの便利帳に有償で広告を掲載します

市民課の窓口
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　任期満了に伴い、市選挙管理委員会では市農業委員会委員の立候補予定者
説明会を6月16日㈪に、立候補の受け付けを6月29日㈰に行います。
　立候補者が6月29日㈰の受け付けで10人を超えた場合は、次のとおり投票
を行います。
【一般選挙】
日時　7月6日㈰　午前7時～午後8時
場所　市役所1階ロビー
投票できる人　市農業委員会委員選挙人名簿に登録されている人
※選挙を行う場合は投票所入場券を郵送します。
【期日前投票・不在者投票】
　選挙の当日に仕事やレジャーなどで投票所へ行くことができない人は、期
日前投票または不在者投票ができます。
日時　6月30日㈪～ 7月5日㈯　午前8時30分～午後8時
場所　市役所1階ロビー
問　市選挙管理委員会　内線3312・3

107

Q　

中
学
1
年
生
に
な
る
娘
の
ケ
ー

タ
イ（
携
帯
電
話
）に「
写
真
を
送
っ

た
よ
」
と
い
う
題
名
の
E
メ
ー
ル
が

届
い
た
。
娘
は
友
人
か
ら
の
E
メ
ー

ル
と
思
い
、
本
文
中
に
書
い
て
あ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら

出
会
い
系
サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
た
。

す
ぐ
に
ペ
ー
ジ
を
閉
じ
た
が
、
翌
日

に
登
録
料
2
万
円
を
支
払
う
よ
う
に

と
の
E
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。

（
中
学
生
の
子
を
持
つ
母
）

A　

塾
通
い
な
ど
を
き
っ
か
け
に

小
・
中
・
高
校
生
に
ケ
ー
タ
イ
を
持

た
せ
る
家
庭
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
最
近
の
ケ
ー
タ
イ
は
電
話
機
能

だ
け
で
は
な
く
、
E
メ
ー
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
メ
ラ
・
テ
レ
ビ
・

音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
・
電
子
マ
ネ
ー
機

能
ま
で
持
っ
て
い
て
大
変
便
利
で
す

が
、
誤
っ
た
使
い
方
で
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
回
の
事
例
は
「
不
当
請
求
」
に

該
当
し
ま
す
。
登
録
の
合
意
が
な
い

の
で
契
約
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
登

録
料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
E
メ
ー
ル
も
返
信
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
後
ま
た
請
求
が
来
る

よ
う
だ
っ
た
ら
着
信
拒
否
を
し
て
無

視
し
ま
し
ょ
う
。
親
は
家
族
と
の
連

絡
目
的
で
子
ど
も
に
ケ
ー
タ
イ
を
持

た
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど

も
は
友
人
と
の
E
メ
ー
ル
の
や
り
取

り
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
に
多
く
使
用
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー
タ
イ
は
知
人
同
士
の
連
絡
手
段

と
い
う
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
人
と

の
E
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
情
報

末
端
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
あ
る
調
査
で
は
出
会
い
系

サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
は
パ
ソ

コ
ン
よ
り
も
ケ
ー
タ
イ
か
ら
の
方
が

多
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
方
法
と
し
て
、

ケ
ー
タ
イ
の
契
約
会
社
に
問
い
合
せ

て
有
害
サ
イ
ト
に
接
続
で
き
な
い
よ

う
に
設
定
を
す
る
な
ど
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
親
も
子
ど
も
と
一
緒
に
学

ぶ
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

◆

ケ

ー

タ

イ

の

ト

ラ

ブ

ル

総
合
計
画
審
議
会
委
員

を
委
嘱

　

市
は
ま
ち
づ
く
り
の
設
計
書
で
あ

る
第
4
次
総
合
計
画
・
前
期
基
本
計

画
（
平
成
18
〜
22
年
）
の
推
進
状
況
、

お
よ
び
後
期
基
本
計
画
（
平
成
23
〜

27
年
）
の
策
定
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
を
行
う
た
め
、
総
合
計
画
審
議

会
委
員
を
4
月
26
日
に
委
嘱
し
ま
し

た
。
任
期
は
3
年
間
で
、
委
員
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

委
員　

高
尾
公
矢
（
会
長
）、
加
藤

惠
泉
（
副
会
長
）、
遠
藤
吉
英
、
川

崎
孝
征
、
中
村
正
雄
、
馬
場
国
隆
、

池
邊
こ
の
み
、
助
友
裕
子
、
橋
本
家

利
、
長
谷
川
雅
美
、
押
田
勝
巳
、
武

田
良
昭
、
松
下
隆
雄
、
米
井
楯
一
、

渡
邉
公
彦

【
総
合
計
画
と
は
】

　

総
合
計
画
は
市
が
総
合
的
・
計
画

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た

に
省
エ
ネ
改
修
を
し
た
住
宅
に
対
し
、

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

対
象　

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
家
屋
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
に
対
し
、
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
22
年
3
月
31
日
の
間
に
省

エ
ネ
基
準
を
満
た
す
窓
の
断
熱
改

修
工
事
な
ど
を
30
万
円
以
上
掛
け
て

行
っ
た
場
合

※
窓
の
断
熱
改
修
工
事
と
同
時
に
床

の
断
熱
改
修
工
事
、
天
井
の
断
熱
改

　

叙
勲
は
国
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
人
、
社
会
の

各
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
行
い
の
あ
っ
た
人
な
ど
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。
市
内
で
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春

の

叙

勲

春

の

叙

勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
幸
男
さ
ん
（
大
山
口
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
厚
生
省
児
童
家
庭
局
企
画
課
長
補
佐

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
治
夫
さ
ん
（
堀
込
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
警
視
庁
警
視

【
瑞
宝
単
光
章
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
德
和
さ
ん
（
冨
士
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
東
京
消
防
庁
消
防
司
令
長

厚
生
業
務

厚
生
業
務

事
務
功
労

事
務
功
労

警
察
功
労

警
察
功
労

消
防
消
防
功
労
功
労

　市では育児休業を取得する職員の代
替えとして勤務する職員を募集します。
【保育士】
対象　昭和38年4月2日以後生まれで保
育士資格を持ち、保育園などでの勤務
経験が通算して2年以上ある人　2人
勤務地　各市立保育園
【保健師】
対象　昭和38年4月2日以後生まれで、保健師資格を持つ人　1人
勤務地　保健福祉センター
【共通事項】
採用期間　おおむね6カ月以上3年未満（職員の育児休業期間に
応じて採用時に決定します）
選考方法　書類審査および個別面接
勤務条件　正規職員と同様の取り扱い（給与・勤務時間・休暇・
服務など）
※募集要項は市ホームページ・総務課人事班にあります。
申・問　総務課人事班　内線3314・5へ

修
工
事
、
壁
の
断
熱
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
は
そ
の
費
用
も
軽
減
措

置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

減
額
す
る
税
額　

改
修
家
屋
全
体
に

係
る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
の

3
分
の
1
（
1
戸
当
た
り
1
2
0
平

方
㍍
相
当
分
ま
で
）

※
新
築
住
宅
軽
減
お
よ
び
耐
震
改
修

に
伴
う
軽
減
と
の
同
時
適
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

を
行
っ
た
住
宅
に
対
し
て
も
固
定
資

産
税
の
減
額
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

工
事
完
了
後
3
カ
月
以
内

に
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し

た
住
宅
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
建

築
士
、
指
定
検
査
機
関
な
ど
が
発
行

し
た
も
の
）、
工
事
領
収
書
お
よ
び

工
事
明
細
書
（
内
容
や
費
用
を
確
認

で
き
る
も
の
）
を
添
え
て
課
税
課
家

屋
班　

内
線
3
1
3
6
・
7
へ

省

エ

ネ

改

修

し

た

住

宅

は

省

エ

ネ

改

修

し

た

住

宅

は

固

定

資

産

税

を

減

額

固

定

資

産

税

を

減

額

的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で

の
長
期
的
な
基
本
指
針
と
な
る
も
の

で
、
市
の
最
も
上
位
に
位
置
付
け
ら

れ
る
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は
「
基

本
構
想
」
「
基
本
計
画
」
「
実
施
計

画
」
の
3
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
計
画
管
理
班　

内

線
3
3
5
4
・
5

住
居
表
示
審
議
会
委
員

を
委
嘱

　

市
が
実
施
す
る
住
居
表
示
に
関
し

て
審
議
を
す
る
住
居
表
示
審
議
会
委

員
を
5
月
13
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

委
員　

萬
狩
一
彦
（
会
長
）、
印
南

満
子
（
副
会
長
）、
大
谷
守
生
、
加

藤
惠
泉
、
新
堀
昌
邦
、
渡
辺
岩
夫
、

増
田
喜
與
志
、
高
梨
六
郎
、
小
林
茂
、

中
村
良
雄
、
吉
田
泰
和
、
伊
藤
道
行

問　

市
民
課
市
民
班　

内
線
3
1
4

3

　23日㈪から29日㈰
は男女共同参画週間
です。
　男性と女性が職場・
学校・地域・家庭で、
それぞれの個性と能力を発揮できる「男
女共同参画社会」の実現に向けて、皆さ
ん一人一人の取り組みが大切です。この
機会に私たちの周りの男女のパートナー
シップについて考えてみませんか。
標語　わかちあう仕事も家庭も喜びも
※内閣府が公募した標語の最優秀賞（埼
玉県　加藤英樹さん）の作品です。
問　企画政策課企画政策班　内線3352・3

市農業委員会委員一般選挙
～農業者の代表を選ぶ大切な選挙です～

任期付職員（保育士・保健師）随時募集

男女共同参画週間

第１回審議会に出席する委員

委嘱を受ける委員

　PRINCESS BUNNY & RAIN DOGS
とShivaのステージと梨ブランデーや
ソフトドリンク、バーベキュー（雨天
の場合中止）を楽しみませんか。当日
の模様は千葉テレビ「フライデーナイ
トフィーバー」「おしえてあげる」で
放送されます。
日時　21日㈯　午後5時～ 8時
場所　白井梨ブランデー㈱
※無料バス（冨士センター　16:30、西
白井駅　16:40、白井駅　16:50、千葉
ニュータウン中央駅　17:10、白井市
役所　17:30発）をご利用ください。
対象　一般　50人（先着順）
入場料　3,000円（前売りは2,500円）
申・問　白井梨ブランデー㈱☎（497）
1477へ

千葉テレビと
　梨ブランデーの　

ロックを！

千葉テレビと
　梨ブランデーの　

ロックを！

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

長
年
の
功
労
が
形
に

長
年
の
功
労
が
形
に

〜

叙

勲

を

受

章

〜

〜

叙

勲

を

受

章

〜



2008.6.15 4

○
シ
ル
バ
ー
冨
士
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
部

　
　
　
　
　
　
　
　

6
、0
0
0
円

　

こ
の
寄
付
金
は
市
の
福
祉
事
業
推

進
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾

患
者
、
紙
お
む
つ
等
給
付
費
な
ど
福

祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
す
べ

て
の
人
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
市
で
は

強
調
月
間
に
市
の
保
護
司
を
中
心
と

し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

少
年
非
行
な
ど
で
お
悩

み
の
人
は

　

子
ど
も
の
非
行
や
問
題
行
動
な
ど

の
悩
み
が
あ
る
人
は
、
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
千
葉
保
護
観
察
所
☎

0
4
3
（
2
0
4
）
7
7
9
1
ま
た

は
地
区
の
保
護
司
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

保
護
司
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

保
護
司　

緑
川
し
げ
（
冨
士
）
☎

（
4
4
3
）
0
1
2
7
、
秋
本
久
彦

（
白
井
）
☎
（
4
9
7
）
1
8
8
1
、

林
眞
知
子
（
七
次
台
）
☎
（
4
9
1
）

4
4
1
4
、
小
林
稔
（
清
水
口
）
☎

（
4
9
1
）
3
0
7
3
、
古
澤
由
紀

子
（
南
山
）
☎
（
4
9
1
）
3
5
2

0
、
井
川
芳
枝
（
冨
士
）
☎
（
4
4

5
）
4
8
5
9
、
押
田
剛
（
復
）
☎

（
4
9
2
）
0
3
5
1
、
楠
橋
大
樹

（
桜
台
）
☎
（
4
9
2
）
9
2
6
6
、

矢
野
富
子（
け
や
き
台
）☎（
4
9
1
）

5
1
3
3

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
家
庭
や
学
校
生
活

の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
基
に
、
犯

罪
や
非
行
に
関
し
て
考
え
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
た
作
文
を
募

集
し
ま
す
（
応
募
者
全
員
に
参
加
賞

　現在の「乳幼児医療費助成受給券」の有
効期間は7月31日までです。8月1日以降も
引き続き対象となる人には、新しい受給券
を7月下旬までに送付します。
　平成20年1月1日現在の住所が白井市で
ない保護者は、市区町村民税の課税状況の
確認ができないため、次の書類を7月11日
㈮までに提出してください。
必要書類　平成20年度市区町村民税課税
証明書
※平成20年1月1日現在の住所地（市区町
村）が発行するもの。
　保護者の課税状況が非課税などで、保護
者2人分の証明書が必要な場合があります。
問　健康課母子保健班☎（497）3495

　夜間に子どもの具
合が悪くなったとき、
看護師や小児科医が
電話でアドバイスし
ます。「すぐに病院に
連れて行くか」「しば
らく様子をみても大
丈夫なのか」など判断
に迷ったときは電話
で相談してください。
相談日時　毎日午後7時～ 10時
専用電話番号　☎＃8000（プッシュ回線
の固定電話のみ）
※ダイヤル回線など＃8000を利用できな
い場合は☎043（242）9939へ。
問　千葉県医療整備課☎043（223）3886

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

ふ
れ
あ
い
運
動
あ
そ
び

〜
た
く
さ
ん
遊
ん
で
ふ
れ
あ
っ
て
、

心
も
か
ら
だ
も
元
気
に
な
あ
れ
〜

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
。
子
ど
も
と
触
れ
合
い
な
が
ら
運

動
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
ア
ン

パ
ン
マ
ン
や
ド
キ
ン
ち
ゃ
ん
も
登
場

し
ま
す
。

日
時　

28
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
50
分
（
受
け
付
け　

午
前
10
時

〜
）

場
所　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象　

満
1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

講
師　

県
ス
ク
ー
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

佐
野
裕
子
さ
ん

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ

ル
☎
（
4
9
1
）
8
2
0
1

77
月
か
ら

月
か
ら

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

の
強
調
月
間
で
す

の
強
調
月
間
で
す
。。

乳幼児医療費助成乳幼児医療費助成
受給券の更新受給券の更新

こども急病電話相談こども急病電話相談
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
）。

対
象　

中
学
生

応
募
枚
数　

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用

紙
3
〜
5
枚

審
査　

市
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
」
で
優
秀
作
品
4

点
を
選
考
し
、
県
の
実
施
委
員
会
へ

推
薦

発
表　

12
月
初
旬
に
各
中
学
校
へ
通

知※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
（
応

募
作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
）。

申　

7
月
1
日
㈫
か
ら
9
月
5
日
㈮

（
必
着
）
ま
で
に
各
中
学
校
へ

問　

社
会
福
祉
課
厚
生
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
2

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　

妊
婦
さ
ん
と
生
後
6
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
気
軽
に
立
ち
寄

れ
て
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
場
所
で
す
。

手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
親
子
遊
び
の
紹

介
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま

す
。

日
時　

7
月
2
日
㈬　

午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

妊
婦
と
生
後
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

申
・
問　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
交
通
事
故
無
料
相
談

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
交
通

事
故
に
遭
っ
た
時
な
ど
の
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
や
任
意
自
動
車
保

険
の
請
求
に
つ
い
て
電
話
や
面
談
で

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
9

時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
5
時
（
祝

日
を
除
く
）

※
弁
護
士
相
談
は
毎
月
第
1
・
2
・

3
水
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら
4
時
に

行
い
ま
す
（
予
約
制
で
面
談
の
み
）。

問　

千
葉
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
8
4
）
7
9

5
5
、

h
ttp://w

w
w
.son
p

o.or.jp

◆
琴
伝
流
大
正
琴
「
さ
く
ら
」
無
料

体
験
教
室

　

静
岡
市
で
行
わ
れ
た
琴
伝
流
の
大

正
琴
大
合
奏
に
参
加
し
、
ギ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
に
も
名
前
が
掲
載
さ
れ
た
私

た
ち
の
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら
」
で
大

正
琴
を
一
緒
に
弾
き
ま
せ
ん
か
。
無

料
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

日
時　

7
月
3
日
㈭
・
17
日
㈭　

午

前
10
時
〜
正
午　

場
所　

冨
士
セ
ン

タ
ー
（
自
由
参
加
）

※
け
い
こ
は
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
、

午
前
10
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

下
村
☎
（
4
4
4
）
5
7
2
1

◆
や
さ
し
い
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス

　

ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
の
初
心
者
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

日
程　

7
月
11
日
㈮
〜
（
月
2
回
・

各
金
曜
日
）　

時
間　

午
後
2
時
15

分
〜
4
時
30
分　

場
所　

白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー　

参
加
費　

月
7
0
0
円

問　

白
井
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
の
会　

鈴
木
☎
（
4
9
1
）
5
6
1
3

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

労
災
や
職
業
病
の
こ
と
な
ど
、
弁

護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

日
時　

28
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

対
象　

一
般
（
予
約
不

要
）　

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
千
葉
県
警
察
官
採
用
試
験

　

千
葉
県
警
で
は
平
成
21
年
4
月
か

ら
警
察
官
と
し
て
勤
務
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
採
用
は
試
験
に
よ
り
行

い
ま
す
の
で
、
願
書
（
印
西
警
察
署
、

交
番
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

6
月
20
日
㈮
〜
7
月
31

日
㈭　

一
次
試
験
日　

9
月
21
日
㈰

対
象　

①
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
男
性
ま
た
は
平
成
21
年
3
月
末

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
男
性　

90

人
程
度　

②
①
に
該
当
し
な
い
男
性

50
人
程
度　

③
女
性　

15
人
程
度

申
・
問　

印
西
警
察
署
警
務
課
☎
0

4
7
6
（
4
2
）
0
1
1
0
へ

◆
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
申

込
受
付
を
開
始

　

日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
大
学

（
短
期
大
学
を
含
む
）・
大
学
院
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）
に
今
年
4
月
に
入
学
し
た
人

を
対
象
に
、
奨
学
金
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
奨
学
金
を
希

望
す
る
人
は
、
進
学
先
の
学
校
窓
口

ま
で
、
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

来
年
入
学
を
希
望
し
て
い
る
人
を

対
象
に
し
た
「
予
約
採
用
」
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
在
学
し
て
い
る
高
校
・
専
修
学

校
（
高
等
課
程
）
の
窓
口
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
は
各
学

校
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
る
に
は
、

機
関
保
証
制
度
の
加
入
、
ま
た
は
連

帯
保
証
人
・
保
証
人
の
選
任
が
必
要

で
す
。

問　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

h
ttp
://

w
w
w
.jasso.g

o.jp/

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

　

江
戸
時
代
の
寛
政
の
改
革
の

最
中
、
1
7
9
3
年
（
寛
政
5
年
）

に
右
仲
は
小
金
牧
士
と
な
り
ま
す
。

幕
府
は
財
政
改
革
の
一
環
で
牧
内

の
御
林
（
公
有
林
）
の
木
を
、
江

戸
で
需
要
の
多
い
材
木
や
炭
に
変

え
て
増
収
を
図
る
こ
と
を
考
え
、

林
業
に
詳
し
い
右
仲
を
御

お
は
や
し
が
が
り

林
掛

に
抜
て
き
し
ま
し
た
。
当
時
牧
が

あ
っ
た
小
金
原
一
帯
は
つ
た
が
絡

み
つ
い
て
荒
れ
た
雑
木
林
ば
か
り

で
、
ま
と
も
に
木
が
育
つ
環
境
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
右
仲
は
数

百
町
に
わ
た
る
御
林
を
切
り
透
か

し
て
山
林
環
境
を
改
善
し
、
数
万

本
の
松
ま
つ
く
ぬ
ぎ
な
え

椚
苗
を
植
林
し
て
山
林

資
源
の
育
成
保
護
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
炭
焼
き
を
学
び
、相
模（
神

奈
川
県
）
か
ら
職
人
を
雇
い
入
れ
、

材
木
に
な
ら
な
い
悪
木
を
炭
に
焼

い
て
商
品
化
を
図
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
当
地
域
に
お
け
る
商
業
的
製

炭
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

商
品
化
さ
れ
た
炭
に
は
佐
倉
棒

炭
と
呼
ぶ
椚
の
棒
炭
と
、
雑
木
炭

と
呼
ぶ
そ
の
ほ
か
の
木
を
使
っ
た

折
炭
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
木

も
炭
に
焼
け
ま
す
が
、
椚
棒
炭
に

は
製
炭
に
至
る
ま
で
非
常
に
考
え

抜
か
れ
た
環
境
技
術
が
あ
り
、
川

上
家
で
は
代
々
牧
士
や
御
林
掛
を

勤
め
て
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
ゆ

き
ま
し
た
。
明
治
や
大
正
時
代
の

博
覧
会
で
も
、
子
孫
が
県
を
代
表

し
て
佐
倉
炭
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

　

佐
倉
炭
は
そ
の
名
か
ら
佐
倉
藩

で
生
ま
れ
た
と
か
、
生
産
さ
れ
た

炭
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
名

前
は
佐
倉
藩
に
由
来
し
て
も
、
は

じ
め
は
地
方
棒
炭
と
呼
ば
れ
た
椚

炭
で
、
右
仲
が
焼
き
だ
し
た
と
い

う
内
容
の
記
録
が
川
上
家
に
は

残
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
佐
倉
炭

の
名
を
使
い
商
取
引
し
て
い
た
の

は
川
上
家
く
ら
い
で
、
佐
倉
方
面

で
は
そ
の
よ
う
な
例
や
、
技
術
継

承
に
か
か
わ
る
記
録
が
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
佐
倉
炭
元
祖
と
し
て
の
自

負
が
川
上
家
に
は
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

問　

文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
川
上
右
仲
と
佐
倉
炭

　

ガ
ス
や
電
気
が
普
及
す
る
ま
で
、
家
事
に
ま
き
や
炭
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
屋
内
で
は
煙
の
少
な
い
炭
が
重
宝
さ
れ
、
北
総
に
は
佐
倉
炭
と
呼

ば
れ
る
名
産
品
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
生
ん
だ
の
が
市
内
富
塚
村
の
川

上
右
仲
で
し
た
。

佐倉棒炭の名が記された古文書

棒炭



2008.6.155

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

5
月
10
日
の
会
議

　

基
本
的
な
活
動
日
に
つ
い
て
、

定
例
会
議
は
平
日
の
夕
刻
で
は
と

の
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
従
来
通

り
第
1
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
美

化
実
践
活
動
は
第
2
土
曜
日
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
本
年
度
の
活
動
計
画

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
活
動
計
画

　

前
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
中
央
分
離
帯
花
壇
の
管
理
、
灰

皿
の
設
置
事
業
、
各
地
域
で
の
清

掃
活
動
、
ア
ダ
プ
ト
モ
デ
ル
事

業
な
ど
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
本
年

度
に
お
い
て
も
継
続
の
予
定
で
す
。

さ
ら
に
は
今
年
度
か
ら
加
わ
る
各

出
先
機
関
を
利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

が
あ
り
ま
す
の
で
、
や
り
方
に
つ

い
て
は
前
年
度
に
比
べ
て
、
5
人

減
の
現
状
を
考
え
、
よ
り
効
率
的

な
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
従
来
の
や
り
方
の
見
直
し
・

中
止
を
含
め
て
検
討
し
、
全
体
会

議
終
了
後
に
引
き
続
い
て
委
員
長
、

両
副
委
員
長
と
数
人
の
有
志
か
ら

な
る
小
委
員
会
で
対
応
案
を
作
成

し
、
次
回
の
全
体
会
議
に
諮
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

第
2
号
の
誕
生

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
力

団
体
第
1
号
の
「
白
井
友
の
会
」

に
引
き
続
き
第
2
号
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

第
2
号
と
な
っ
た
団
体
は
先
の

当
会
議
の
前
委
員
長
の
加
藤
三
洲

さ
ん
の
弟
、
恵
泉
さ
ん
が
代
表
者

を
務
め
る
「
ひ
よ
こ
児
童
公
園
の

環
境
を
守
り
地
域
協
力
を
促
進
す

る
会
」
で
、
活
動
場
所
は
冨
士
地

区
で
す
。
こ
の
会
は
4
月
か
ら
ご

み
袋
の
無
償
供
与
と
保
険
の
適
用

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

5
月
17
日
の
実
践
活
動

　

プ
リ
ス
タ
前
の
花
壇
の
雑
草
取

り
を
久
し
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。

意
図
し
な
い
ポ
ピ
ー
と
雑
草
に

ヴ
ィ
オ
ラ
が
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
排
除
に
専
念
し
ま
し

た
。
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
国
道
4
6
4
号
側
ま
で
手
が

回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

脇
部
さ
ん
と
い
う
プ
リ
ス
タ
の

管
理
組
合
の
理
事
さ
ん
に
声
を
掛

け
ら
れ
、
一
緒
に
行
い
た
い
と
う

れ
し
い
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
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⌇
⌇
⌇
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⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0

人
会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

白井市100人会議

平
成
20
年
度
考
動
開
始

2008-5

45
プリスタ前の花壇の整備

　

市
で
は
新
成
人
へ
の
祝
福
と
、
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
、
誇
り
を
促
す

機
会
と
し
て
、
毎
年
成
人
式
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
も
実
施
に
あ
た
り

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

成
人
の
晴
れ
の
日
を
自
分
た
ち
の

手
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

成
人
式
日
程　

平
成
21
年
1
月
12
日

㈷
（
予
定
）

対
象　

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
元
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
ま
た

は
こ
れ
か
ら
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
人

で
、
成
人
式
の
企
画
運
営
に
興
味
の

あ
る
人

申
・
問　

7
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
班　

内
線
3
4
3
3
・
　

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

Ｓ・Ｌ・Ｃ
　レクスポ！！

文化財講演会
小金牧と白井

自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
成
人
を
祝
お
う

〜
平
成
21
年
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
〜

　社会福祉協議会では条例で設置が決定した
火災報知機や、地震に備えた家具転倒防止金
具などをボランティアで取り付けます。
対象　高齢者世帯・障害者世帯などで、ほか
に取り付けてくれる家族がいない人
費用　無料（金具代など実費が別に掛かります）
申・問　ボランティアセンター☎（492）5716
へ

日時　7月5日㈯・6日㈰・12日㈯・13日㈰
　午前9時～午後6時
対象　市内在住・在勤・在学者（申し込み順）
※成人の責任者が付いて管理してください。
利用料金　テニスコート　540円、体育館
1,300円、グラウンド　2,520円（2時間）
申・問　6月25日㈬までに申請書（生涯学
習課にあります）に必要事項を記入の上、
生涯学習課スポーツ振興班　内線3436へ
※初めて申請する場合は利用者の登録が必
要となります。

7月の社会保険大学校
運動施設開放日

「しろいおたすけ隊」が伺います

　肩掛け除草機の基本的な取り扱いと安全操
作を学びます。
日時　7月11日㈮　午前10時～午後4時
対象　市内在住おおむね60歳以上　5人（応募
者多数の場合は抽選）
申・問　6月30日㈪までに電話または直接シル
バー人材センター☎（498）1717へ

草刈機取扱い講習会

【
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

20
年
実
行
委
員
長　

伊
藤
正
哉

　

実
行
委
員
と
い
う
と
、
な
に
か
と

ん
で
も
な
く
大
変
そ
う
な
匂
い
が

漂
っ
て
き
ま
す
が
、
実
際
そ
の
と
お

り
大
変
で
す
。
し
か
し
多
く
の
経
験

や
自
分
の
出
身
校
以
外
の
新
し
い
友

達
な
ど
、
得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
責
任
あ
る
仕
事
で
す
が
自

分
た
ち
の
20
歳
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
を
、

開
催
す
る
側
で
迎
え
る
の
も
素
晴
ら

し
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。
困
っ
た

と
き
は
歴
代
の
メ
ン
バ
ー
が
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
来
年
成
人
式

を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
良
い
思
い
出
作

り
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
友
達
を

誘
っ
て
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
や
市
内
の
金
融

機
関
か
ら
教
育
資
金
の
融
資
を
受
け

て
い
る
人
に
、
返
済
利
子
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族

①
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い

る
人

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
お
よ
び
千
葉

銀
行
・
千
葉
興
業
銀
行
・
京
葉
銀
行
・

千
葉
信
用
金
庫
の
各
白
井
支
店
で
融

資
を
受
け
て
い
る
人

交
付
期
間　

在
学
期
間
中

申
・
問　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

内
線
3
4
1
2
へ

教
科
書
展
示
会

　

平
成
21
年
度
に
使
用
可
能
な
教
科

書
の
見
本
展
示
会
を
行
い
ま
す
。
今

回
は
小
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
特

別
支
援
学
級
で
使
用
可
能
な
も
の
を

展
示
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

6
月
20
日
㈮
〜
7
月

9
日
㈬　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）・
佐
倉
教

科
書
セ
ン
タ
ー
（
県
教
育
庁
北
総

教
育
事
務
所
内
）、
6
月
20
日
㈮
〜

7
月
3
日
㈭　

午
前
9
時
〜
午
後
9

時
・
成
田
移
動
教
科
書
展
示
場
（
成

田
市
中
央
公
民
館
内
）

問　

教
育
セ
ン
タ
ー
室　

内
線
3
4

7
0

　市子ども会育成会連絡協
議会とリーダースクラブで
は、団体と子どもたちや子
どもたち同士の交流を深め
る機会として、道具を使わ
ないコミュニケーション
ゲーム（手遊びなど）やレクダン（音楽や掛け声に合
わせてみんなでダンスを踊る）など、みんなが楽しく
過ごせるような大会を実施します。
日時　22日㈰　午後1時30分～ 5時
対象　原則小学生以上
場所　白井第一小学校体育館
参加費　300円（保険料含む）
持ち物　上履き、飲み物
申・問　電話で生涯学習課社会教育班　内線3433へ
※駐車場に限りがありますので、車で来場する場合は
市役所駐車場をご利用ください。

印
西
牧
場
之
真
景
図
に
見
ら
れ
る
野
馬
追
い
風
景
（
十
余
一
付
近
）

　市内の文化財をテーマにした講演会を開催し
ます。江戸時代、北総地域には幕府が牧（馬の放
牧場）を設置していました。牧は白井にも設置さ
れ、今も市内には県指定文化財の「小金牧の牧士
資料」や、野馬除土手など牧に関連する文化財が
数多く残っています。今回は牧の研究でいくつも
の著作のある青木更吉さんを講師に迎え、白井と
縁の深い小金牧について講演します。
日時　21日㈯　午後1時30分～ 3時20分（開場は
午後1時）
場所　文化会館中ホール
対象　一般　120人（先着順）
入場料　無料（当日受け付け）
問　文化課文化班☎（492）1123

昨年の成人式

昨年のレクスポ
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赤
ち
ゃ
ん
の
愛
く
る
し
き
さ
ま
稚
鮎
か
な 

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

雨
あ
が
り
窓
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
梅
雨
の
蝶 

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

雨
止
め
ば
雀
か
く
し
の
草
の
丈                

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

惜
し
ま
れ
て
短
き
い
の
ち
桜
舞
ふ              

復　
　
　
　

斎
藤　

永
子

駆
け
る
子
の
菜
の
花
色
に
染
ま
り
け
り 

中　
　
　
　

土
屋
美
智
子

薫
風
や
塗
り
か
え
ら
れ
し
す
べ
り
台　
　
　
　
　

 

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

腰
高
に
ペ
タ
ル
踏
み
ゆ
く
青
嵐 

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

桜
舞
う
こ
の
街
子
等
の
故
郷
よ 

池
の
上　
　

横
山
久
雅
子

春
泥
や
誰
か
女
の
訪
ね
来
し 

神
々
廻　
　

杉
山　

隆
秀

千
の
風
ふ
き
て
新
緑
な
び
く
朝 

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫

そ
よ
風
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
蝶
の
舞 

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

散
り
消
え
ぬ
記
憶
を
組
ん
で
花
筏             

堀
込　
　
　

高
光　

定
治 

手
を
つ
な
ぎ
孫
と
お
使
い
春
う
ら
ら 

堀
込　
　
　

宮
本　

文
子

登
り
ゆ
く
磴
ま
つ
す
ぐ
や
風
光 

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

飲
む
程
に
酒
が
花
咲
く
桜
か
な               

根　
　
　
　

乾　

た
か
子 

白
木
蓮
庭
を
彩
り
天
展
く 

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

花
筏
捨
て
た
未
練
を
乗
せ
ま
し
よ
か           

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

花
に
酔
い
酒
に
酔
い
た
る
花
見
か
な           

根　
　
　
　

大
出　

和
雄

花
満
開
真
青
な
空
を
埋
め
尽
す 

南
山　
　
　

上
野　

寛
義

北
総
線
桜
並
木
の
中
走
る                   

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂 

微
睡
み
の
少
女
の
襟
に
春
日
か
な             

七
次
台　
　

鶴
巻　

和
男

未
知
な
る
が
ゆ
え
の
煌
め
き
一
年
生 

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

腿
疼
き
散
歩
せ
ぬ
間
に
春
は
行
き             

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實 

風
薫
る
五
月
と
な
り
て
よ
み
が
え
る                          

　
　
　

御
所
で
お
言
葉
た
ま
わ
り
し
日
を 

桜
台　
　
　

米
井　
　

茂

国
の
為
七
十
五
ま
で
に
死
ね
と
か
や

　
　
　

俺
は
旧
制
最
後
の
生
徒 

清
水
口　
　

直
木
七
十
五

湘
南
の
浜
辺
に
孫
と
拾
ひ
た
る

　
　
　

貝
殻
い
く
つ
家
苞
に
せ
し 

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

年
ふ
り
て
足
腰
痛
む
お
と
ろ
え
を

　
　
　

認
め
る
己
れ
愛
し
か
な
し
も 

桜
台　
　
　

木
下　

重
子

入
学
と
入
園
の
わ
が
曾
孫

　
　
　

少
し
大
人
び
少
し
背
丈
伸
ぶ 

池
の
上　
　

関
根
ち
な
み

寝
顔
み
て
や
っ
つ
の
チ
ワ
ワ
と
共
に
寝
る

　
　
　

い
や
し
の
時
よ
長
く
続
い
て　
　
　
　
　

 

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

母
よ
り
も
癖
は
姑
（
は
は
）
似
か
知
ら
ぬ
ま
に

　
　
　

手
首
に
輪
ゴ
ム
貯
め
た
る
我
は 

根　
　
　
　

印
南　

満
子

陽
射
増
し
野
々
花
追
う
て
狭
し
道

　
　
　

畑
の
奥
よ
り
摘
果
音
聞
ゆ　
　
　
　
　
　

 

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

房
総
の
潮
の
か
お
り
に
そ
よ
風
は

　
　
　

波
と
た
わ
む
れ
菜
の
花
ゆ
ら
す         

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み 

諸
鳥
の
さ
え
ず
る
木
陰
に
車
椅
子

　
　
　

止
め
て
吸
は
せ
む
若
葉
風
な
ど         

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

夢
の
つ
づ
き
見
て
い
る
如
く
去
来
す
る 

　
　
　

目
の
み
え
し
こ
ろ
の
過
去
の
断
片       

堀
込　
　
　

川
崎　
　

薫

よ
べ
深
く
庭
に
佐
保
姫
舞
ひ
を
り
し
か

　
　
　

豊
後
梅
け
さ
二
つ
三
つ
咲
く           

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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市
民
大
学
校

市
民
大
学
校

か
わ
ら
版

か
わ
ら
版
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白井市に協業型
コミュニティービジネスを

NPO法人
コラボしろい

　昨年、公民センターの指定管理者募集を
機に集結した市民団体は今年1月、法人格
を取得して「NPO法人コラボしろい」と
して活動を始めました。地域の皆さんの活
力があふれた、特色ある地域づくりを行う
こと。これがいつの時代においても重要な
ことと考えています。「地域住民の必要と
していること」「地域の人的資源を生かし
た地域づくり」を実現する活動を提案しま
す。
　市民の財産である公民館を市民の力で市
民に使いやすくし、施設の効用を高め、老
若男女、特に団塊世代が協力して夢と活力
のある“まちづくり”を進めましょう。
　重要なことは公民館スタッフで働く意欲
のある人や企画運営・広報・接客指導・設
備管理などの達人が集結することです。現
在、白井駅前センター、冨士センターの指
定管理者を担うだけの会員を募集していま
す。
　細川☎（498）4031・ http://www.

collabo-shiroi.org/
■問

市
民
大
学
校
公
開
講
座

　

6
月
14
日
に
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

で
市
民
大
学
校
健
康
生
活
学
部
28

人
、
シ
ニ
ア
学
部
30
人
の
入
学
式
を

行
い
ま
し
た
。
式
後
に
は
聖
徳
大
学

福
留
強
教
授
を
講
師
に
迎
え
、
公
開

講
座
「
生
涯
学
習
で
元
気
な
ま
ち
を

創
る
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
で
の
生
涯

学
習
の
事
例
を
踏
ま
え
た
内
容
中
心

の
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
民
大

学
校
も
受
講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を

持
ち
、
自
ら
活
発
に
活
動
し
、
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
学
習
の
場
で

す
。

　

今
年
度
は
こ
の
ほ
か
に
次
の
2
つ

の
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

生
以
外
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
公
開
講
座
の
内
容

①
ブ
ラ
ン
ド
と
は
約
束
で
あ
る

〜
白
井
を
ど
ん
な
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た

い
の
か
、
を
考
え
る
〜

日
時　

8
月
2
日
㈯　

午
後
2
時
30

分
〜
4
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

講
師　

写
真
家　

テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト

※
テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
さ
ん
に
は
昨
年

度
「
時
代
は
、
発
見
力
！
写
真
を
通

し
て
発
見
力
を
磨
く
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

屋
久
島
、
丹
後
半
島
や
白
井
市
の
写

真
を
映
像
に
合
っ
た
音
楽
を
聴
き
な

が
ら
見
て
、
受
講
生
か
ら
は
心
が

と
て
も
癒
や
さ
れ
た
、
考
え
方
・
発

想
が
広
が
っ
た
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

大
変
好
評
で
し
た
。

②
人
と
馬
と
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

日
時　

9
月
5
日
㈮　

午
後
2
時
〜

3
時
50
分

場
所　

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

講
師　

Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学
校
職
員
、
郷

土
資
料
館
学
芸
員

※
今
年
度
初
め
て
企
画
し
た
講
座
で

す
。
昔
か
ら
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た

人
と
馬
と
の
歴
史
に
つ
い
て
学
習
し

ま
す
。
併
せ
て
1
9
8
2
年
に
白
井

市
に
開
校
し
、
四
半
世
紀
を
迎
え
た

Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学
校
が
ど
ん
な
こ
と
を

行
っ
て
い
る
の
か
を
Ｊ
Ｒ
Ａ
競
馬
学

校
の
職
員
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内

線
3
4
3
2

講義をするテラウチマサトさん

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

市民大学校市民大学校まちづくり学部まちづくり学部第第 33 回回卒業生卒業生仲間へ仲間へ熱く熱く語語るる

小金牧の牧士資料として残る馬のくら

　4人でのプレーオフとなった混戦の中、高校生3人を破
り県ジュニアゴルフ選手権大会中高生女子の部を見事優
勝したのは桜台中学校3年の布川千帆里さん。
　布川さんは「これまでにもプレーオフとなった試合で2
回勝ったことがあるので、今回も勝てると思い、最後ま
で絶対あきらめなかったので優勝できたと思います。こ
れで満足せず、日本ジュニアでの優勝、日本女子アマ上
位を目指し、努力を惜しまず頑張ります。将来はプロゴ
ルファーになりたいです」と話し、目標に向かって今日
も練習をしています。

　数々の世界一が収録
されるギネスブック（ギ
ネスワールドレコー
ズ）の記録が 4 月 13
日、静岡市で塗り替え
られました。それは琴
伝流大正琴による大合
奏。大合奏のために全
国から集まった人はこ
れまでの記録 1,034 人
を大きく上回る 2,864
人で、この中には市内

で活動する大正琴サークル「玲曄会さくら」の会員約 20人も参加しまし
た。記録はその場でギネスワールドレコーズ社に認定・登録され「玲曄
会さくら」の皆さんの名前もギネスブックに記載されることになりました。
　「玲曄会さくら」の皆さんは「参加者全員の心が一つになり、素晴らし
い演奏が出来ました。達成後みんなで万歳三唱をし、私たちも琴伝流の
一員になれたと実感。感動しました。」とうれしそうに話していました。

優勝した布川さん

ギネスブックに登録された琴伝流大正琴の大合奏

ギネスブックに登録

県県ジュニアゴルフジュニアゴルフ大会大会優勝優勝


